	印紙


工事請負仮契約書
１　工　事　名　　　　

２　工事場所　　　都城市　
３　工　　　期　　　自　　本契約締結の日
至　　令和　　年　　月　　日
４　工事を施工しない日
　　工事を施工しない時間帯
５　請負代金額
	百


	十


	億


	千


	百


	十


	万


	千


	百


	十


	円




うち取引に係る消費税及び地方消費税相当額　￥　　　　　　　　円
６　契約保証金
	十


	億


	千


	百


	十


	万


	千


	百


	十


	円




要

不要　　　都城市財務規則(平成１８年規則第６５号)第119条第2項第　号の規定によ
り免除

７　裁判管轄　　　　この契約に関する訴えの管轄は、宮崎地方裁判所を第一審の専属的合意

管轄裁判所とする。

８　資材の再資源化等に関する事項

（１）分別解体等の方法

（２）請負代金のうち、解体工事に要する費用

（３）再資源化等をするための施設の名称及び所在地

（４）請負代金のうち、再資源化等に要する費用

建設工事が、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成12年法律第104号）第9条第1項に規定する対象建設工事の場合は、それぞれの項目について記入する。
９　誓約事項　　

(1) 受注者は、受注者及び受注者の役員等が都城市暴力団排除条例（平成23年条例第21号）第２条第１号に規定する暴力団及び第３号に規定する暴力団関係者に該当しないことを誓約するものとする。

  (2) 受注者は、万一、受注者及び受注者の役員等名簿を所轄の警察署長に照会された結果、暴力団又は暴力団関係者に該当する者がいた場合は、いかなる措置、処分等にも従うものとする。
上記の工事について、発注者と受注者とは、おのおのの対等な立場における合意に基づいて、別添都城市工事請負契約約款によって請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。
ただし、次の各号に掲げる事項については、当該各号に定めるところによるものとする。
（１）出来形部分払の回数　　　回以内
（２）特約事項

この仮契約は、都城市議会の議決を経たときは、何らの手続きを要することなく、本契約となるものとする。
この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ、各自１通を保有する。
令和　　年　　月　　日
都城市姫城町６街区２１号
発　注　者　　都　城　市
代　表　者　　市　長　　池　田　 宜　永　　印

受　注　者　　住所
　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
